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児
ま
た
は
女

性
の
埋
葬
施

設
と
考
え
ら

れ
る
。

２
号
石
蓋

土
壙
墓
も
墓

壙
を
有
す
る

埋
葬
施
設

で
、
蓋
石
に

は
五
枚
の
花

崗
岩
の
板
石

が
使
用
さ
れ

て
い
る（
同
・

３
）
。
蓋
石

の
隙
間
に
は

粘
土
の
目
張

り
が
十
分
に

施
さ
れ
て
い
る
。
棺
の
床
面
は
北
側
に
作
り
出
し
の
枕
が
あ
り
、
赤
色
顔

料
も
検
出
さ
れ
た
。

３
号
石
蓋
土
壙
墓
は
他
の
埋
葬
施
設
と
直
交
す
る
主
軸
の
方
位
を
取

る
。
墓
壙
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
蓋
石
は
す
べ
て
残
っ
て
い
た
。
棺
は

床
面
ま
で
の
深
さ
が
約
〇
・
五
㍍
と
当
遺
跡
で
も
っ
と
も
深
く
、
西
端
で

赤
色
顔
料
を
散
布
し
た
作
り
出
し
の
枕
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

４
号
石
蓋
土
壙
墓
は
削
平
が
著
し
く
、
北
側
の
蓋
石
一
枚
を
残
す
の
み

で
、
他
の
蓋
石
や
墓
壙
は
残
存
し
て
い
な
い
。
棺
内
北
側
の
床
面
が
高

く
、
こ
の
付
近
に
赤
色
顔
料
が
散
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
が

頭
位
と
考
え
ら
れ
る
。
棺
の
全
長
は
一
・
五
五
㍍
と
、
当
遺
跡
で
最
長
の

規
模
で
あ
る
。

５
号
土
壙
墓
は
も
っ
と
も
東
側
に
位
置
す
る
埋
葬
施
設
で
、
長
方
形
の

墓
壙
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
棺
の
上
面
の
周
囲
に
は
粘
土
帯
が
広
く
残
存

し
て
い
た
こ
と
か
ら
木
蓋
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
遺
跡
の
埋
葬
施
設
の
特
徴
は
、
棺
内
に
赤
色
顔
料
を
散
布
す
る
作
り

出
し
の
枕
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
棺
の
頭
位
は
床
面

に
傾
斜
を
設
け
て
高
く
す
る
か
、
棺
の
幅
を
広
く
す
る
。
当
遺
跡
の
よ
う

に
高
い
割
合
で
作
り
出
し
の
枕
が
確
認
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
第

一
地
点
二
号
土
壙
墓
は
他
の
埋
葬
施
設
か
ら
独
立
し
て
立
地
し
、
三
段
掘

り
の
墓
壙
や
、
頭
の
小
口
部
分
に
板
石
を
立
て
る
特
殊
な
構
造
を
持
つ
こ

と
か
ら
、「
共
同
体
の
規
制
か
ら
脱
却
」
し
た
埋
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
当
遺
跡
の
墓
地
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
営
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六

そ
の
他
の
遺
跡

以
上
詳
述
し
て
き
た
町
内
の
主
要
遺
跡
の
ほ
か
に
も
、
住
居
跡
を
中
心

と
し
た
集
落
や
、
箱
式
石
棺
墓
・
土
壙
墓
・
甕
棺
墓
な
ど
の
墓
地
に
関
す

図２―５６ 亀田南遺跡の石蓋土壙墓
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る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
土
器
・
石
器
な
ど
の
遺
物
も
各
地

で
採
集
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
墓
地
に
関
す
る
遺
跡
は
出
土
遺
物
が
少

な
い
た
め
時
期
の
判
断
が
困
難
な
も
の
も
多
く
、
一
部
は
古
墳
時
代
に
及

ぶ
も
の
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

安
藤
池
東
遺
跡

行
橋
市
下
稗
田
遺
跡
の
北
方
丘
陵
上
に
立
地
す
る
遺

跡
で
あ
る
。
箱
式
石
棺
墓
二
基
・
土
壙
墓
三
基
・
甕

棺
墓
三
基
以
上
が
分
布
し
、
石
庖
丁
や
石
剣
の
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い

る
。
住
居
跡
の
存
在
も
予
想
さ
れ
る
が
、
宅
地
造
成
に
よ
り
一
部
が
消
滅

し
て
い
る
。

安
藤
池
西
遺
跡

町
の
北
東
部
で
、
国
道
二
〇
一
号
線
に
隣
接
す
る
遺

物
の
散
布
地
で
あ
る
。
後
期
の
壷
・
甕
・
鉢
な
ど
が

採
集
さ
れ
て
い
て
、
丘
陵
の
裾
部
に
住
居
跡
の
存
在
が
考
え
ら
れ
て
い

る
。原

遺

跡

庄
屋
塚
古
墳
の
北
側
約
三
〇
〇
㍍
の
低
台
地
に
立
地
す

る
。
土
師
器
と
と
も
に
弥
生
土
器
片
が
多
数
採
集
さ
れ

て
い
て
、
住
居
跡
群
が
分
布
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
部
は
消
滅
し
て

い
る
。

梅
林
遺
跡

黒
田
神
社
北
側
の
低
丘
陵
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ

る
。
箱
式
石
棺
墓
が
八
基
以
上
分
布
し
、
そ
の
一
部
に

は
墳
丘
を
思
わ
せ
る
も
の
も
あ
り
、
古
墳
の
可
能
性
が
あ
っ
た
が
、
昭
和

二
十
八
年
以
降
果
樹
園
の
造
成
や
採
土
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
。

永
敬
寺
裏
遺
跡

遺
跡
は
黒
田
神
社
の
西
方
約
二
〇
〇
㍍
の
丘
陵
上
に

立
地
す
る
。
古
墳
と
と
も
に
箱
式
石
棺
墓
と
甕
棺
墓

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
遺
跡
の
範
囲
は
黒
田
神
社
付
近
ま
で
広
が
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

二
又
池
東
遺
跡

綾
塚
古
墳
の
北
方
約
一
〇
〇
㍍
の
丘
陵
頂
上
部
に
立

地
す
る
。
昭
和
二
十
年
以
前
の
果
樹
園
開
拓
で
箱
式

石
棺
墓
五
基
以
上
が
消
滅
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
再
び
開
拓
で
三
基
が
発

見
さ
れ
た
。
副
葬
品
と
し
て
、
鉄
刀
・
鉄
鏃
・
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
な
ど
が
出
土

し
て
お
り
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。

勝
山
中
学
校
遺
跡

中
学
校
敷
地
の
北
東
部
に
所
在
す
る
遺
物
の
散
布

地
で
、
土
器
片
の
他
に
石
鏃
や
黒
曜
石
片
が
出
土

し
て
い
る
。
遺
物
は
北
側
に
隣
接
す
る
南
迫
池
底
で
も
採
集
さ
れ
て
い

て
、
住
居
跡
群
が
分
布
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
部
消
滅
し
て
い
る
。

清
地
神
社
遺
跡

長
川
集
落
の
東
側
の
丘
陵
斜
面
に
立
地
す
る
遺
跡
で

あ
る
。
神
社
境
内
地
の
拝
殿
手
前
で
箱
式
石
棺
墓
が

一
基
だ
け
確
認
さ
れ
た
が
、
消
滅
し
て
い
る
。

小
松
池
西
遺
跡

池
田
集
落
北
部
に
所
在
す
る
小
松
池
の
西
側
谷
部
に

立
地
す
る
。
谷
川
の
水
路
で
土
器
片
が
採
集
さ
れ
て

い
る
。

長
川
西
遺
跡

小
長
川
遺
跡
の
南
方
約
三
〇
〇
㍍
で
、
北
西
か
ら
南
東

に
の
び
る
台
地
の
先
端
部
に
立
地
す
る
。
道
路
拡
張
工

事
の
後
に
、
中
期
の
須
玖
式
土
器
や
石
庖
丁
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
台
地
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上
に
住
居
跡
が
分
布
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

鎮
西
遺
跡

長
川
集
落
の
西
側
で
、
長
峡
川
に
突
き
出
し
た
丘
陵
の

裾
部
に
立
地
す
る
。
前
期
後
半
の
板
付
Ⅱ
式
の
壷
と
石

庖
丁
の
完
成
品
・
未
完
成
品
の
ほ
か
に
原
石
も
出
土
し
て
お
り
、
石
器
を

製
作
し
た
工
房
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。

亀
田
池
遺
跡

亀
田
池
の
西
側
丘
陵
の
先
端
部
か
ら
池
内
に
か
け
て
広

が
る
遺
跡
で
あ
る
。
甕
棺
が
露
出
し
て
い
る
の
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
壷
と
石
庖
丁
・
石
剣
・
石
鏃
な
ど
の
石
器
が
採
集
さ
れ
て

い
る
。
付
近
に
住
居
跡
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

キ
ベ
ガ
迫
遺
跡

扇
八
幡
古
墳
の
西
方
約
五
〇
〇
㍍
の
丘
陵
上
に
立
地

す
る
。
箱
式
石
棺
墓
・
土
壙
墓
・
甕
棺
墓
な
ど
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。

箕
田
大
池
遺
跡

箕
田
大
池
西
側
の
台
地
か
ら
池
の
岸
に
広
が
る
。
台

地
上
で
弥
生
時
代
と
古
墳
時
代
以
降
の
土
器
片
が
散

布
し
、
岸
で
は
石
鏃
や
石
斧
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
集
落
関
係
の
遺
跡
の

可
能
性
が
あ
る
。

勝
山
遺
跡

当
遺
跡
は
勝
山
中
学
校
遺
跡
の
南
側
に
隣
接
し
、
一
連

の
集
落
関
係
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

上
田
遺
跡

長
峡
川
が
行
橋
市
に
入
る
手
前
の
北
側
の
河
岸
段
丘
上

で
大
分
八
幡
神
社
と
そ
の
東
側
に
展
開
す
る
。
箱
式
石

棺
墓
群
が
発
見
さ
れ
、
一
部
で
低
墳
丘
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
古
墳
時

代
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
で
あ
る
。
神
社
の
石
段
工
事
中
に
箱
式
石

棺
か
ら
前
漢
鏡
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
銅
鏡
は
大
正
期

に
宮
内
庁
御
用
掛
で
町
内
上
田
出
身
の
吉
田
学
軒
に
送
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

上
田
片
岸
遺
跡

上
田
集
落
西
端
の
水
田
中
に
立
地
す
る
。
水
田
の
畔

で
複
合
口
縁
の
壷
や
甕
・
杯
な
ど
の
土
器
が
採
集
さ

れ
て
お
り
、
終
末
期
の
住
居
跡
の
存
在
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

上
久
保
遺
跡

久
保
小
学
校
北
側
の
水
田
中
に
位
置
す
る
（
写
真
２
―

１６
）。
畔
で
長
さ
約
二
三
�
の
石
戈
の
完
形
品
が
採
集

さ
れ
て
お
り
、
住
居
跡
等
の
集
落
関
係
の
施
設
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
。大

薮
遺
跡

上
久
保
の

萬
福
寺
の

北
東
に
隣
接
し
、
低
台
地
上

に
立
地
す
る
。
土
器
片
の
散

在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
集

落
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ

る
。大

薮
東
遺
跡

大
薮
遺
跡

の
東
側
に

隣
接
す
る
。
箱
式
石
棺
墓
群

と
、
甕
棺
墓
の
可
能
性
が
あ

る
中
期
の
須
玖
式
土
器
が
出

写真２―１６ 上久保遺跡遠景
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土
し
て
い
る
。
箱
式
石
棺
墓
の
う
ち
一
〇
基
以
上
が
採
土
に
よ
っ
て
消
滅

し
て
い
る
。

吉
松
遺
跡

中
久
保
の
大
原
八
幡
神
社
の
南
東
側
に
位
置
す
る
遺
跡

で
、
低
台
地
上
に
立
地
す
る
。
住
居
跡
の
存
在
が
予
想

さ
れ
る
。

曼
陀
羅
寺
東
遺
跡

吉
松
遺
跡
の
東
方
約
二
〇
〇
㍍
の
低
台
地
上
に
立

地
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
須
恵
器
・
土
師
器
の
破
片

が
散
在
す
る
が
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡
の
存
在
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

高
来
池
西
遺
跡

平
尾
集
落
北
東
の
丘
陵
の
先
端
部
に
立
地
す
る
。
ゴ

ル
フ
場
整
地
の
際
に
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

蛤
刃
石
斧
や
黒
曜
石
片
と
土
器
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
は
消
滅

し
た
。

雁
俣
池
北
遺
跡

雁
俣
池
北
堤
防
の
北
側
畑
地
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、

畑
の
畔
で
中
期
の
須
玖
式
の
壷
・
甕
と
石
鏃
・
石
斧

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
住
居
跡
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

平
尾
西
遺
跡

町
の
南
東
部
で
、
雁
俣
池
の
西
側
台
地
の
北
端
部
に
立

地
す
る
。
畑
地
で
箱
式
石
棺
墓
が
確
認
さ
れ
た
が
、
大

部
分
が
消
滅
し
た
。
た
だ
し
、
南
側
の
雑
木
林
に
は
な
お
残
存
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
弥
生
土
器
片
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
住
居
跡
の
存
在

も
予
想
さ
れ
る
。

上
久
保
南
遺
跡

上
久
保
集
落
南
部
で
、
南
西
か
ら
北
東
に
の
び
る
丘

陵
の
北
端
裾
部
に
立
地
す
る
。
箱
式
石
棺
墓
が
多
数

存
在
し
、
排
水
工
事
の
際
に
土
壙
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
畑
地
で
は
須

恵
器
・
土
師
器
片
が
採
集
さ
れ
、
南
部
に
は
上
久
保
古
墳
群
が
所
在
す
る

こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
に
ま
た
が
る
遺
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
部
は

消
滅
し
た
。

大
古
野
池
東
遺
跡

大
古
野
池
と
小
古
野
池
の
間
で
南
北
に
の
び
る
台

地
か
ら
、
大
古
野
池
の
底
に
か
け
て
分
布
す
る
。

池
底
で
箱
式
石
棺
墓
、
台
地
上
で
も
箱
式
石
棺
墓
と
甕
棺
墓
が
確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
台
地
部
分
は
蜜
柑
畑
の
開
墾
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

上
野
遺
跡

上
野
集
落
の
東
側
畑
地
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
土
器
や

石
器
片
が
散
在
し
て
い
る
。
白
磁
や
青
磁
片
も
採
集
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
の
存
在
も
予

想
さ
れ
る
。

下
田
遺
跡

新
仲
哀
隧
道
入
口
に
あ
る
菩
提
廃
寺
の
北
方
約
二
五
〇

㍍
の
山
麓
南
東
斜
面
の
岩
陰
に
所
在
す
る
。
祭
祀
関
係

の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
消
滅
し
た
。

町
内
遺
跡

の

展

開

以
上
の
こ
と
か
ら
勝
山
町
内
の
弥
生
時
代
の
遺
跡
の
分

布
と
時
期
的
な
展
開
を
概
観
し
て
み
る
。
京
都
平
野
内

で
は
海
岸
部
や
河
川
の
下
流
域
で
前
期
前
葉
か
ら
中
葉
の
古
い
時
期
の
遺

跡
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
平
野
の
奥
や
河
川
の
中
流
域
で
は

前
期
後
葉
ご
ろ
か
ら
開
発
が
進
む
傾
向
が
あ
る
。
町
内
の
最
も
古
い
時
期

の
遺
跡
と
し
て
は
、
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺
跡
で
中
期
に
数
多
く
の
住
居
と
貯
蔵

穴
が
営
ま
れ
る
が
、
前
期
末
ご
ろ
か
ら
こ
の
低
台
地
周
辺
に
定
住
が
始
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ま
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
京
都
平
野
内
の
他
地
域
と
同
一
歩
調
を

と
っ
て
い
る
。
黒
田
エ
ノ
ヲ
遺
跡
は
、
京
都
平
野
の
前
期
後
葉
か
ら
中
期

中
葉
の
拠
点
集
落
で
あ
っ
た
下
稗
田
遺
跡
の
北
西
約
一
・
五
�
に
位
置

し
、
そ
の
分
村
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
主
と
し
て
長
峡
川
北
岸
の
低
台

地
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
期
後
半
に
は
京
都
平
野
西

部
の
拠
点
集
落
に
成
長
し
、
長
峡
川
の
中
・
上
流
域
を
共
同
体
の
勢
力
下

に
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
共
同
体
の
中
で
、
黒
田
地
区
と
は
別
に

長
峡
川
南
部
に
も
有
力
な
集
団
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
三
島
山
遺
跡
内

の
上
所
田
遺
跡
で
は
後
期
の
墓
地
か
ら
銅
鏡
二
面
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
箕
田
地
区
周
辺
に
比
較
的
大
き
な
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
川
地
区
や
久
保
地
区
に
も
共
同
体
内
の
中
小

集
団
が
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
そ
の
後
古
墳
時
代

を
通
じ
て
潜
在
力
を
高
め
て
い
き
、
六
世
紀
代
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
は
庄

屋
塚
古
墳
・
橘
塚
古
墳
・
綾
塚
古
墳
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
都
平
野

の
最
も
有
力
な
集
団
の
一
つ
に
成
長
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

京
築
地
域
の
弥
生
文
化

京
築
地
域
で
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら
遺
跡
が
増
加
す
る
が
、
弥
生
時
代

に
入
る
と
水
稲
耕
作
に
適
し
た
地
理
的
な
自
然
環
境
を
舞
台
に
、
急
激
に

開
発
が
進
み
、
そ
れ
に
伴
っ
て
人
口
も
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
京
都
平
野

や
山
国
川
流
域
な
ど
の
広
い
生
産
地
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
は
、
拠
点
と
な

る
大
規
模
集
落
が
営
ま
れ
、
そ
の
周
辺
部
で
も
比
較
的
小
規
模
な
分
村
が

広
範
囲
に
展
開
し
て
い
た
。

こ
こ
で
は
集
落
と
墓
地
の
変
遷
、
更
に
そ
こ
で
使
わ
れ
た
各
種
の
道
具

の
地
域
的
特
徴
を
通
し
て
、
弥
生
時
代
の
京
築
地
域
の
歴
史
を
概
観
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
（
図
２
―
５７
・
表
２
―
７
）。

一

集
落
の
変
遷

前
期
の
集
落

弥
生
時
代
の
も
っ
と
も
古
い
土
器
で
あ
る
板
付
Ⅰ
式
土

器
が
出
土
し
た
京
築
地
域
の
遺
跡
と
し
て
は
、
行
橋
市

長
井
遺
跡
と
行
橋
市
辻
垣
畠
田
・
長
通
遺
跡
と
が
あ
る
。
辻
垣
畠
田
・
長

通
遺
跡
は
祓
川
下
流
の
沖
積
地
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
標
高
約
一
一
㍍
の

低
地
に
立
地
す
る
。
当
遺
跡
は
前
期
の
中
葉
に
な
る
と
東
西
両
側
を
溝
で

囲
ん
だ
東
西
約
三
五
㍍
・
南
北
約
一
八
〇
㍍
の
低
地
性
環
濠
集
落
を
形
成

す
る
。
環
濠
の
内
側
で
は
四
基
の
貯
蔵
穴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
確
実
な

住
居
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
期
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
食
料

等
の
財
産
を
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
か
ら
守
る
た
め
に
環
濠
が
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

苅
田
町

川
遺
跡
は
京
都
平
野
北
部
で
、
高
城
山
か
ら
南
方
に
派
生
す

る
丘
陵
上
の
突
端
部
に
立
地
し
、
標
高
は
二
〇
㍍
前
後
で
あ
る
。
第
Ⅰ
次

調
査
区
で
は
弥
生
時
代
の
前
期
と
後
期
の
集
落
関
係
の
遺
構
が
調
査
さ
れ

て
お
り
、
前
期
で
は
環
濠
集
落
を
形
成
し
て
い
る
（
図
２
―
５８
）。
環
濠

は
東
西
五
七
㍍
・
南
北
四
三
㍍
の
卵
形
の
平
面
形
を
呈
し
、
そ
の
構
造
は
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